
～子どもたちの未来のために～
今～

ベビーホームゆりかご



型はめパズル・クレヨンでの
さまざまな活動に、「楽しい！」
「もっとやってみたい！」と、
意欲を見せていた子どもたち。
集中して取り組んでいました。

さまざまなことに興味を
もって取り組む力、そして
集中力に繋がりました。

英語の発音を聞いて、柔軟に
受け入れ、声に出して発音する

ことを楽しみました。
そこから、じっくりと聞く力も

育ちました。
また、褒められることで

自己肯定感が育まれ、語彙の
広がりにも繫がりました。

毎回、先生とのやりとり
を楽しんでいました。



先生の発音を真似たり、
楽しい音楽でダンスを
したり、体全体を使って

楽しみました。

自分を表現する楽しさを
味わいました。

異文化にふれ、
様々なことを感じる
ことができ、多様性
にふれる大切な
時間となりました。

国籍の異なるお友だちもいましたが、
日本語以外にも様々な言葉があり、
国により様々な文化があることを
感じる貴重な時間となりました。



ものの名前、色など、たくさんの単語に
ふれた子どもたち。
繰り返すことで、身につくことはもちろん、
旬の食材を育てるなどの経験を通して、
見て、ふれて、香りを嗅いで、食べて味わう
ことで、より身近に感じられました。
福島には、たくさんおいしいものがある
ことを知り、この土地への郷土愛も育まれた
ことでしょう。
五感に直接働きかけることができる経験に、
子どもたちはとびきりの笑顔があふれて
いました。

Apple
でしょ！

Yummy!

福島への郷土愛



園で栽培したピーマンを、「green pepper！」
と発音しながら収穫した子どもたち。

その日の給食に出してもらうと、全員が完食！
普段口にしなくても、英語をきっかけに、自分で収穫し、
食べてみようとする子どもの姿に、嬉しくなりました。

「ホームページに、楽しそうに活動する子どもの表情が
たくさん出ていて、嬉しかった」との言葉をいただき、
改めて、情報を発信することの大切さを職員一同、
実感しました。これからも、どんどん発信して

いきたいと思います。



楽しんだ英語の時間の様子を、保護者の
皆様に伝える機会として、園の「お別れ会」の際、
いつも英語の時間の最後に歌う「good-by」の
歌を2歳児が披露しました！

はずかしそうに踊る子どもたちでしたが、
日頃の成果がみられ、贈られた大きな拍手に
とても嬉しそうでした。
また一つ、自信につながったことでしょう。

英語の時間は子どもたちに
たくさんのことを教えてくれました。

楽しい時間が一番の宝物


